
明治大学・川崎市 黒川地域連携協議会 第 1 回 里地里山保全利活用専門部会 

議事要旨 

 

１ 開催日時：平成 28年 8 月 8 日（月）15:00～16:30 

２ 開催場所：明治大学黒川農場 1-A 会議室 

３ 出席者 ：［座長］佐倉特任教授 

      ［部会員］安藤委員、立川委員、野島委員、市川委員、越畑委員、深澤委員、

奈良田委員、古山委員、久延委員、山中委員、高橋委員 

      ［事務局］川崎市建設緑政部 緑の協働推進課 韮澤課長、池田係長、遠藤

主任 

           コンサルタント（(株)UR リンケージ 牧野、岸本） 

４ 議事 ： 

（１）協議会の概要と専門部会の取り組みについて 

①今年度実施していく取り組みについて、事務局より説明。 

 

（２）実施計画（案）に関する意見交換 

≪主な意見≫ 

 １）竹あんどんづくりについて 

①子どもも扱えるドリルのみを使う。一人につき 1 名のスタッフを付けて対応しな

いと危ないので、今年も昨年度と同様、収穫祭にあわせて 10 名程度を募集する。 

 昨年は汁森神社に 20本程度を展示して喜んで貰えた。他でも使いたいが、夜でな

いと難しい。 

②今年の収穫祭では、玄関や床の間でおけるような竹あんどんを販売したい。その

ため、暗い場所など展示スペースがほしい。 

③写真で展示の様子を伝えることも考えられる。 

④活動費がないので、今年度も刃を提供してほしい。 

⑤事前講習会は特に実施しないが、活動日に来たら事前に製作できる。 

２）里山保全活動体験 

①昨年は丸山の散策路の両サイドの草刈りを実施した。これをもっと広げるか、他

の地区にするかは検討している。（事務局） 

②今回も、川崎市公園緑地協会と連携して開催したい。（事務局） 

③昨年度の取り組みを見ていると、刈り取った草の積み方など、改善が必要である。 

④12月 17日に開催というのは、年末押し迫っており、時期的に難しいのではないか。 

⑤今年度も活動体験を実施するが、実施方法、時期は再検討する。（事務局） 

３）里山アート制作と展示 

①道路公園センターでは、アート展示の場所を探しており、人を呼び込むイベント



であることから、慎重に物事を進めていきたいと考えている。今年度は海道緑地

でパイロット的に実施するものとし、やる時期や場所、PR 方法等などについて、

計画書をつくって協議していきたい。 

②協議会の事業として行うイメージではなく、地元としてアート展示やれるとよい。 

③地域活性化検討専門部会では、収穫祭の時期に和光大学のアート作品の展示を行

う予定なので、パンフレットに作品の場所を掲示したり、サインを検討する際に

連携できれば良いと考えている。 

 

５．まとめ 

①里山アート制作・展示については、PRの部分だけは地域活性化検討専門部会で検

討しながら進めることとする。 

 

以上 

 


